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みんなでつつみこむ
あたたか地域づくりプロジェクトが
めざすものとは

　この春から始動した「みんなでつつみこむあたたか地域

づくりプロジェクト」（以下プロジェクト）は代表の内田真

由美さんが映画「みんなの学校」を多くの人に観てほしい

と思ったことから始まりました。「みんなの学校」は、不

登校や発達障害の子を多く受け入れている小学校の一年間

の記録です。そこにはそれぞれの子どもの違いを受け入れ、

丁寧に話を聞く先生方や一緒に関わる地域の大人の姿があ

りました。障害というだけではなく、子どもたちのそれぞ

れの個性を受け入れ見守り、理解しあえる場の必要性を強

く感じたと内田さんは話します。映画では学校が子どもた

ちを受け入れる場ですが、障害のある子もない子もいろい

ろな個性を持った子どもを見守る環境、一緒に育ち学びあ

える場を四街道でつくりたいと考えたのです。

　自身も自主保育に参加したことで仲間に囲まれていた内

田さんは、自分の思いを周りに伝えました。思いに共感し

た仲間がメンバーとなりプロジェクトを進めています。「子

どもを育てていると、地域の中には多様な子どもたちがい

るのに、本当に認めあって一緒に育ちあう場が少ないこと

に驚きます。子どもも保護者も安心して過ごせる場所が少

ないのです。お互いが理解しあう関係が作れる場所が必要
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　子どもたちが友だちや周りの人と交わり支えられな

がらその子らしく成長してほしい、とわたしたちは願

っています。子どもたちを取り巻く環境を知り、地域

でできる支援を考えようとみんなで地域づくりセンタ

ーでは「子ども支援団体交流会」を開催し、子どもに

関わる市民団体、民生児童委員、地区社協などさまざ

まな立場の人たちと子どもたちの支援について意見交

換をしてきました。子どもの問題の多くは、子どもた

ち自身に原因がある、というよりは社会的な要因や家

庭環境の影響など子どもを取り巻く環境に原因がある

場合も多いようです。

　この4月から子育て中のお母さんたちが中心になり、

地域で子どもを見守りながらみんなで一緒に育ててい

こうという動きが始まりました。今号では地域で子ど

もを見守るということについて考えます。　

 

地域で子どもを

見守るということ

代表の内田真由美さん（中央）とプロジェクトメンバー



　昔に比べて子育ての制度が整い、インターネットに情報があふれていますが、

今も昔も結局は人と人が直接話をすることが大切です。学校、家庭、地域はそれ

ぞれ果たす役割が違いますが、子どもにとってその子らしくいられる場所、笑顔

で過ごせる場所を見つけることがとても大切です。認めてもらい安心できる場で

育った子は周りの人と仲良く付きあえる、社会性のある子に育ちます。それは将

来社会に出たとき、周りとコミュニケーションをとりながら生活できる、自立と

いうことに繋がっていくのです。

　子どもたちは優れた部分や、苦手な部分、いろいろな姿を見せてくれます。で

きることとできないことの差が大きな子どももいます。私たちが見ている子ども

の姿はその子の一面でしかないことを知ってください。長い目で、広い心で子ど

もたちを見守ってほしいのです。声かけひとつで子どもは変わります。

NPO法人 風　平成12年から四街道市

及びその周辺の障害児をもつ保護者や

協力者が、障害児者及びその家族のた

めに活動を開始。「ファミリーサポー

ト風」を設立。平成14年にNPO法人

格を取得。現在は障害者ヘルパー事業、

児童デイサービスなどを手掛ける。

笑顔で過ごせる
場所が必要

NPO法人 風

代表簗瀬順子さんにお話を

伺いました

話そう地域の子育て　

　地域で子どもを見守るということ。取材を通してその第一

歩は同じ地域に住んでいる人たちがお互いに知りあうことだ

と感じました。さまざまな違いのある子ども同士が一緒に遊

ぶ場はもちろんですが、まずは大人たちが子育てを通じてた

くさん話をする場をつくってみませんか。自治会の行事やお

祭り、市内各所で開催されているサロンなど、目を向ければ

身近な所にもいろいろな人と話し理解しあえる機会はたくさ

んあります。世代や子育ての価値観が違っても、会話を重ね

て認めあう中で、子育ての心強い仲間になります。お互いの

視野が広がるきっかけにもなるでしょう。この秋開催される

「みんなの学校」の上映会に参加して、感想を話しあうこと

から始めてもいいかもしれません。

　子育てを語りあい、お互いを理解しあう関係を育める地域

にするために、私たちができることが、まだまだたくさんあ

りそうです。

で、それは学校の中にも地域にも必要なのです」とメンバ

ーは話します。

　子どもたちが成長する過程では、自分の子の個性が他の

子より劣って見えることもあるでしょう。また障害がある

場合もあるかもしれません。のんびりしている子、元気す

ぎる子、おしゃべりな子、無口な子、それぞれの違いを周

りの大人が認め、見守りたいと考えています。

　プロジェクトでは子どもたちを育てる環境について理解

を得るために、映画の上映会と映画で取り上げられた学校

の初代校長である木村泰子さんの講演会を開催予定です。

またお散歩会など気軽に参加できる企画もあります。

　子育てで迷ったとき、困ったとき、ひとりで悩まないこと。

自分の子どもを自分だけで育てるのではなく、地域の人の

力を借りて、周りに協力してもらいながら育てる環境をつ

くりたい。今ひとりで悩んでいるお母さんたちにももっと

地域に出てきてほしい、そしてそんなお母さんたちをみん

なで支えることのできる地域でありたい、というのがメン

バーの願いです。　

※プロジェクトの詳細、イベントの情報は

https://www.facebook.com/atataka.projectからご覧ください

プロジェクトの構成団体

NPO法人四街道プレーパークどんぐりの森

NPO法人四街道こどもネットワーク

森のようちえん根っこの子

よつかいどう野外保育さとのたね

根っこの子ジュニア部

今後の予定

11月12日 :「みんなの学校」上映会＋講演会

講師　大空小学校初代校長　木村泰子さん

11月29日 :みんなのおさんぽ　

1月12日－16日 :みんなの大写真展

1月21日 :みんなの講演会×勉強会

講師　淑徳大学教育福祉学科准教授　松浦俊弥さん　

やな せ じゆんこ



おしらせ

今号で紹介した団体について

みんなで地域づくりセンターでは、こ

れから地域で何かしたい人、すでに活

動している人をサポートするプログラ

ムや講座を実施しています。

子どもの支援に対する

みんなで地域づくりセンターの

これまでの取り組み

　子ども支援団体交流会は現在まで5回

開催しています。平成23年度から24年

度にかけて開いた1回目、2回目は市内

の子ども支援に関わる団体の情報交換を

行いました。3回目からは社会的に子ど

もの貧困が話題になったこともあり、市

民団体だけではなく、民生児童委員、自

治会役員のほか、広く市民にも声をかけ

て様々な視点から子どもの状況を情報交

換しています。

　今年の7月に開催した5回目の交流会

では、市内の子ども支援の場を地図に落

とし込み確認しました。活動の中心が公

民館などの公共施設という場合が多いの

で、支援が多い地域と少ない地域の差が

顕著にみられました。

　支援が必要な人の状況がなかなか見え

ない、困っている子どもをうちの近所で

は見たことがない、という声も依然聞か

れるので、希望者を募り「子どもプロジェ

クト」としてより詳しく調査し考える

チームを立ち上げました。子どもに関わ

る市の担当課、関係機関や市民団体など

にヒアリングを進めています。来年2月

に開催予定の6回目の交流会で報告する

予定です。

ちばユニバーサル農業フェスタ2017

千葉県内の農地を守ることを目的として、農業者、地域住民、障害者、高齢者、子

どもなどが、みんなで関わる農業を県内に発信するために「ちばユニバーサル農業

フェスタ2017」を開きます。

日時：平成29年12月16日（土）　10:00－15:00

場所：四街道市文化センター　駐車場、広場、館内

内容：農産物・手作り加工品、四街道のグルメ、福祉施設製品の販売、園芸・栽培相談、

　　　就農相談、ワークショップ、クリスマス・コンサート、抽選会など

　　　＊10月31日まで出展団体を募集

主催：ちばユニバーサル農業フェスタ実行委員会

協力：四街道市みんなで地域づくりセンター　公益財団法人四街道市地域振興財団

事務局：NPO法人地域創造ネットワークちば

Tel.：043-270-5601（土曜日・日曜日を除く）

E-mail：souzounet@coast.ocn.ne.jp

みんなでつつみこむあたたかプロジェクト実行委員会
E-mail：minnadetutumikomu@gmail.com

Web：https://www.facebook.com/atataka.project

NPO法人 風
所在地：四街道市和良比740－1

Tel.：043-432-0825

Fax.：043-235-7161

E-mail：mail@kazenpo.org

Web：http://kazenpo.org/
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今号の表紙　「みんなで子育てを見守ろう」

プロジェクトメンバーは普段はそれぞれ違う団体で活動しながら子育てをしてい

ます。子どもたちにとっても母たちにとっても居場所である、どんぐりの森でな

んでも話せる仲間と出会えて本当に良かった、と笑顔を見せてくれました。

四街道市みんなで地域づくりセンター
（四街道市シティセールス推進課分室）

開館日時：火－金 9:00－20:30／土 9:00－17:00

休館日　：日・月・祝日・年末年始

　　　　　第1・第４月曜日が祝日の場合、翌日火曜日休館

所在地：四街道市大日396 四街道市文化センター 1階

Tel.：043-304-7065　Fax.：043-422-7051

E-mail：info@minnade.org

Web：http://minnade.org/

Facebook：https://facebook.com/yotsukaido.tiikidukuri/

四街道市みんなで地域づくりセンターについて 

お申し込み、お問い合せは

みんなで地域づくりセンターへ

お電話ください。

Tel.：043-304-7065

みんなで地域づくり

キャラクター

くりんちゃん




